
 

「新設岡山盲・聾学校新校舎等整備事業」に係る児童生徒からの意見聴取について 

 

 

１ 目的 

  児童生徒から直接、新しい学校への期待や要望を聴くことで、意見を表明する機会を確保するとと

もに、計画策定に当たっての参考とする。 

 

２ 意見聴取の方法 

特別支援教育課職員が各校を訪問し、児童生徒代表との座談会を開催 

 

３ 実施状況 

（１）岡山盲学校 令和６年１１月２１日（木） 児童生徒７名参加 

（２）岡山聾学校 令和６年１１月２７日（水） 児童生徒８名参加 

 

４ 主な意見と県教育委員会の考え方 

 

（１）視覚障害・聴覚障害への配慮について 

意見の要旨 県教育委員会の考え方 

・点字ブロックや広い廊下、エレベーター、スロープ、手す

りを設置する、点字や大きな文字で案内する、段差のある

箇所や備品と床等を色分けするなど、視覚障害者に便利で

安全な施設にしてほしい。 

・校内での情報伝達は、放送による音声情報と、電光掲示板

等による文字情報の両方で対応してほしい。また、警報は、

ランプやストロボ等で災害情報を入手できるようにして

ほしい。 

・非常時に視覚障害と聴覚障害の児童生徒全てが安全に避

難することができるようにしてほしい。 

・障害特性の異なる児童生徒が同じ敷地内で過ごすことに

困らないようにしてほしい。 

それぞれの障害特性に配慮した

環境となるよう、基本設計策定の際

に検討します。 

・右側通行の徹底などにより安全な動線を確保してほしい。 

・視覚障害と聴覚障害の児童生徒がぶつからないよう食堂

は広くし、食事の準備は離れて行うようにしてほしい。 

校内運用ルール策定の際に検討

します。 

・開校前に、新しい校舎を見学して教室の場所を覚えたり歩

行練習を行ったりする機会を設けてほしい。 

学校生活を安心してスタートでき

るよう、スケジュールを工夫します。 

・学校周辺の道路は点字ブロックや音響式信号機を設置し、

車道と歩道も分けてほしい。 

安全な環境となるよう、道路管理

者等と相談します。 

 

（２）施設・設備について 

意見の要旨 県教育委員会の考え方 

・防犯カメラ等で安全性を高めてほしい。 

・渡り廊下は外廊下ではなく内廊下にしてほしい。 

・教室から近い場所に靴箱、運動場、保健室がほしい。 

・保健室のベッドを増やしてほしい。 

・寄宿舎で隣の部屋の声が聞こえないようにしてほしい。 

安全で便利な環境となるよう、基

本設計策定の際に検討します。 

・体育館を広くしてほしい。 

・一つの体育館を共用するため、両教育部門の間で使い分け

ができるようにしてほしい。 

現在の岡山聾学校の体育館を使

用することになりますが、学習活動

に支障がないよう、校内運用ルール

策定の際に検討します。 



 

・広い図書館や遊具のある遊び場がほしい。 

・動物を飼育できる場所や、花や噴水がある場所がほしい。 

・体育館の暑さ寒さ対策をしてほしい。 

・障害者スポーツに特化した設備がほしい。 

・給食を運んだり校内を案内したりしてくれるロボットが

ほしい。 

・購買や自動販売機がほしい。 

新しい学校で、どのような教育活

動を行うかを踏まえ、基本設計策定

の際に検討します。 

 

（３）学校での学習・生活について 

意見の要旨 県教育委員会の考え方 

・教室はモニターを設置し、安定的な Wi-Fi 接続環境を用意

してほしい。 

便利な環境となるよう、基本設計

策定の際に検討します。 

・視覚障害者と聴覚障害者で生活エリアやクラスを分けて

ほしい。 

・寄宿舎で相部屋の場合は同じ障害種の人にしてほしい。 

・視覚障害と聴覚障害で担当の先生を分けてほしい。 

基本的な生活空間の分離や動線の

工夫などを行い、安心して教育を受

けられる環境にします。 

・学校を建てている間は岡山聾学校の運動場がなくなるた

め、体育祭などをどこで行えばよいのか。 

教育活動に支障がないよう代替

場所を検討します。 

・視覚障害者と聴覚障害者の間のコミュニケーションは難

しいため、互いに相手のことを学び、手話や点字を覚える

機会がほしい。 

手話や点字を互いに学ぶ機会を作

る方向で検討します。 

・人が増えることで、新しい部活ができることを期待する。 

・ＳＮＳで学校をＰＲしてほしい。 

新しい学校で、どのような学習活

動を行うかを踏まえ、検討します。 

・スクールバスの運行はどうなるのか。 スクールバスを運行予定で、ルー

トや時刻は開校前に検討します。 

・岡山盲学校の児童生徒には学校が家から遠くなる人がい

る。 

今よりも学校が遠くなる人もいま

すが、ＪＲの駅から近い立地である

ことから、全体としては、通学の利

便性は向上すると考えています。 

・生徒数が増えて試験が難しくなり、高等部に入学できない

人が出てくるのではないか。 

募集定員を少なくすることは考え

ていません。 

・新しい学校の名前に盲や聾の文字が残らないのではない

か。 

・校歌や校章はどうなるのか。 

新しい校名や校歌、校章は、関係

する皆様の意見を踏まえ検討しま

す。 

 

（４）新しい学校で楽しみなこと、良くなると思うこと 

意見の要旨 

・広くて設備の整った綺麗な学校で過ごすことができる。 

・新しい仲間が増え、授業や文化祭、体育祭、部活動などを一緒に行うことが楽しみだ。 

・色々大変なことはあると思うが、交流を経てお互いに楽しく遊べるようになったらよい。 

・今の岡山盲学校よりも交通の便が良くなる。 

・児童生徒の人数が増えて友達がたくさんできる。 

・聴覚障害者と視覚障害者のことをお互いに理解し合うことができる。 

 

 


